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電話やメールで用事を済ませることの多い昨今、友だちから手紙を

もらいました。封を切るワクワク感！わたしも誰かに春の便りを出

そう。(Ｍ）４月は入園や入学、入社など新生活のスタート。新たな

環境に戸惑うことも多いと思うけれど、希望を胸に、夢に向かって進

んでほしい。(O）ようやく、厳しい冬将軍から春の女神へバトンタ

ッチ。何か新しいことが始まりそうな予感がしつつ、休日は干してあ

る布団の上でまったり。つかの間の幸福を感じている今日このごろ

です。(Ｅ）
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いき

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

火～日曜日（祝日休み）
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※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

４月 保 健 カ レ ン ダ ー

24

編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.k
a
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://
w
w
w
.k
a
n
o
n
ji.jp
/

健康相談

あぶあぶひろば

ことばの相談

ポリオ

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室：

幼児相談

ポリオ

ふれあい広場

健康相談

はつらつ会

たんぽぽサークル

ポリオ

操体法教室

健康みどりの会

ポリオ

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室

森内科医院

まきの歯科医院

こぐま薬局

快生堂豊浜調剤薬局

1

骨密度測定

あぶあぶひろば

３カ月児健康診査

ふれあい広場

１歳６カ月児健康診査

胃がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

はつらつ会

胃がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室：

富田内科医院

うすき歯科医院

ナショナル薬局

第健調剤薬局

ふれあい広場

乳がん検診

健康相談

胃がん検診

さわやか栄養教室

胃がん検診

乳がん検診

はつらつ会

ひまわりの会

クニタクリニック

いその歯科クリニック

スター調剤薬局

ケイ・アイ薬局

辻整形外科医院

向井歯科医院

石川薬局

姫浜調剤薬局

医

薬

業天医院

小松薬局

第健調剤薬局

要予約

広報紙の配布についての問い合わせは
０１２０　４９４４５９までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷

第１回ＦⅠ関西スポーツ５社後援

第１５回吉田実杯争奪戦

愛 常

愛 柞

愛 常

茶話会 育児相談

ふれあい広場

転倒予防教室：

ポリオ 健康相談

もぐもぐレッスン

保

保

胃がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

あぶあぶひろば

食生活改善推進協議会総会

胃がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

健康相談

ぴよぴよクラブ

　茶話会

ぴよぴよクラブ

　茶話会

１０カ月児健康診査

医

歯

薬

保

豊

常休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

常磐総合コミュニティセンター

いき

ふれ

豊福

豊田公民館

伊

高

柞 柞田公民館

伊吹公民館

共同福祉施設

愛 愛育会行事

高室公民館

市民会館中ホール

共福

市中

ふれ

いき

いき

共福

いき

ふれ

いき

ふれ

ふれ 胃がん検診

乳がん検診

ぴよぴよクラブ

筋力アップ

転倒予防教室

いき

ふれ

いき

いき

ふれ

いき

豊福

ふれ いき 豊福

いき

豊福

ふれ

いき

いき

いき

市中

育児相談

愛育会・母子保健推進員総会

あぶあぶひろば

１０カ月児健康診査

３カ月児健康診査

柞

保

胃がん検診

ふれあい広場

３歳児健康診査

山 を 守 ろ う
観音寺東小学校５年生

目
　
次

○平成２０年度施政方針のあらまし

○平成２０年度当初予算

○観音寺市総合振興計画を策定しました

………………　２・３

……………………………　４・５

………　８～１１

のびのび教室

シニアエアロビクス

のびのび教室

保 健 セ ン タ ー
子 育 て 支 援 課
大 野 原 支 所 福 祉 保 健 係
豊 浜 支 所 福 祉 保 健 係
高齢介護課地域包括支援センター

あ 　 な 　 た 　 と 　 市 　 政 　 を 　 む 　 す 　 ぶ



3

だ
れ
も
が
行
き
た
い
、
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
の
創
造

2

　

３
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、
白

川
市
長
は
、
市
政
運
営
に
つ
い
て

の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
１１
月
２０
日
、
総
務
省
主
催

の
地
方
自
治
法
施
行
６０
周
年
記
念

式
典
の
席
上
で
、
観
音
寺
市
は
、

地
方
自
治
に
関
す
る
優
れ
た
施
策

や
取
り
組
み
に
貢
献
し
た
市
と
し

て
「
地
方
自
治
法
施
行
６０
周
年
記

念 

総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
け
ま

し
た
。
合
併
地
域
振
興
事
業
な
ど
、

一
連
の
振
興
事
業
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
市
民

の
皆
さ
ま
と
市
議
会
議
員
各
位
の

ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を
励
み

に
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
市
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
は
近
年
、
経
済
、

社
会
全
般
に
わ
た
る
構
造
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
に
新
し
い
経
済
成
長

の
確
固
た
る
姿
を
見
い
だ
せ
な
い

で
お
り
ま
す
。
本
年
１
月
１８
日
の

衆
参
両
院
本
会
議
に
お
い
て
、
大

田
弘
子
経
済
財
政
担
当
大
臣
は
、

経
済
演
説
の
中
で
「
残
念
な
が
ら
、

も
は
や
日
本
は
『
経
済
は
一
流
』

と
呼
ば
れ
る
状
況
で
は
な
く
な
っ

た
」
と
言
及
い
た
し
ま
し
た
。
現

職
の
経
済
担
当
閣
僚
が
、
公
の
場

で
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
こ
と

に
よ
り
、
経
済
大
国
日
本
の
底
力

を
信
じ
る
一
部
の
、
し
か
し
、
決

し
て
少
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
国

民
の
希
望
的
観
測
は
打
ち
砕
か
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
経
済
は
、

長
期
停
滞
を
脱
し
、
緩
や
か
な
息

の
長
い
回
復
を
続
け
て
い
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
５
年

に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
第
２
位
で

あ
っ
た
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、

平
成
１８
年
に
は
第
１８
位
と
な
る
な

ど
、
国
際
的
な
地
位
は
大
き
く
後

退
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
を

背
景
と
す
る
金
融
資
本
市
場
の
変

動
や
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ

る
影
響
も
あ
り
、
日
本
の
経
済
成

長
の
原
動
力
で
あ
る
中
小
企
業
の

多
く
に
は
景
気
回
復
が
及
ば
ず
、

地
域
間
の
回
復
に
も
大
き
な
差
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
済
の
国
際
間

格
差
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
る
中
、

地
方
自
治
体
間
に
も
格
差
は
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
大

都
市
と
地
方
と
い
う
対
立
軸
の
み

な
ら
ず
、
全
国
各
地
に
人
口
、
財

政
力
、
住
民
の
経
済
力
、
雇
用
環

境
な
ど
と
し
て
現
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
軸
が
相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
日
の
少
子
高
齢
化
、
経
済
社

会
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
、
高
度
情
報

化
の
進
展
は
、
地
方
分
権
改
革
を

促
進
し
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
都
市
と
地
方
の
地
域
間
格

差
の
是
正
が
議
論
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
自
治
体
間
の
格
差
は
限

界
点
に
ま
で
広
が
り
「
官
か
ら
民

へ
」「
中
央
か
ら
地
方
へ
」
の
大
き

な
流
れ
の
中
で
、
自
治
体
本
来
の

力
量
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本

市
は
、
豊
か
な
自
然
や
交
通
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

新
市
と
し
て
の
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
、
住
み
や
す
い
・
住
み
続
け

た
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら

に
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
本
市
は
平
成
１８
年

度
か
ら
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
「
観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
た
び
の
総
合
振
興
計

画
は
、
住
み
や
す
い
・
住
み
続
け

た
い
と
多
く
の
皆
さ
ま
に
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
観
音
寺
市
に

な
る
べ
く
「
観
音
寺
は
ひ
と
つ
」

の
思
い
を
込
め
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
策
定
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
迎
え
る
平
成
２０
年
度
は
、

こ
の
最
初
の
総
合
振
興
計
画
に
よ

っ
て
、
本
市
の
具
体
的
な
方
向
性

を
示
す
極
め
て
重
要
な
年
で
あ
り

ま
す
。

　

大
田
大
臣
の
国
会
発
言
の
ニ
ュ

ー
ス
に
接
し
た
際
、
わ
た
く
し
は
、

国
際
比
較
の
問
題
を
す
ぐ
さ
ま
自

治
体
間
に
置
き
換
え
、
格
差
問
題

の
深
刻
化
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
改
め
て
観
音
寺
市
の
生
き
残

り
を
か
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
い

く
気
概
が
体
中
に
み
な
ぎ
っ
て
く

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
わ
た
く
し

は
、
そ
の
気
概
を
も
っ
て
、
総
合

振
興
計
画
に
掲
げ
る
観
音
寺
市
の

将
来
像
「
市
民
が
主
役　

わ
た
し

の
ふ
る
さ
と　

か
ん
お
ん
じ
〜
人

・
文
化
・
自
然　

い
き
い
き
輝
く

　

元
気
都
市
〜
」
の
実
現
に
向
け
、

最
初
の
一
歩
を
着
実
に
踏
み
出
し
、

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
切
り
開
く
べ

く
、
市
政
の
運
営
に
邁
進
し
て
い

く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到

来
し
、
現
在
、
本
市
の
人
口
も
ま

た
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
事
実
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
魅

力
的
な
都
市
空
間
の
整
備
、
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
推
進
、
安
全
安
心

の
確
保
、
快
適
環
境
の
創
出
、
子

育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
、
健
康

福
祉
の
充
実
な
ど
を
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、

交
流
人
口
を
増
大
さ
せ
、
定
住
促

進
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

個
性
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

ま
ず
自
分
の
住
む
ま
ち
に
関
心
を

持
つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
共
助
の
社
会
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
本

市
は
市
街
地
か
ら
島
し
ょ
部
や
中

山
間
地
域
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
生
活
環
境
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
地
域
や
立
場
の
違
い
を
越

え
て
、
同
じ
観
音
寺
市
民
で
あ
る

と
い
う
一
体
感
の
も
と
、
力
を
合

わ
せ
て
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

共
助
は
、
協
働
に
も
通
じ
ま
す
。

豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
、

市
民
や
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
に

よ
る
参
画
と
協
働
を
基
本
と
し
、

だ
れ
も
が
「
行
き
た
い
、
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思
う
ま

ち
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

わ
た
く
し
は
、
今
と
い
う
時
代

こ
そ
観
音
寺
市
を
鍛
え
上
げ
る
好

機
と
と
ら
え
、
そ
れ
に
真
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
こ
れ
か
ら
も
ひ
る

む
こ
と
な
く
本
市
を
さ
ら
に
上
の

ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
行
さ
せ
て
い
く

た
め
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
視
点
に
立
ち
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
望
み
を
把
握
し
、

本
当
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
、
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
、
未
来
を
託
す
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
創

造
を
目
指
し
、
わ
た
く
し
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
各
位
な
ら
び
に
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
20
年
度
に
お
け
る
わ
た
く
し
の

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

ま
い
し
ん

施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し

だ
れ
も
が
行
き
た
い
、
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
の
創
造
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一般会計 億円 億 万円特別会計

（水道事業会計含む）

平
成
２０
年
度
予
算
が
決
定

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道

事
業
会
計
の
予
算
総
額
は
５
４
９

億
６
、
０
６
３
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
前
年
度
対
比
１
０
５
億
７
７

９
万
円
（
１
６
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
制
度
が

変
わ
る
老
人
保
健
事
業
で
８
１
億

８
５
０
万
円
、
Ｇ
Ⅱ
ふ
る
さ
と
ダ

ー
ビ
ー
開
催
終
了
の
競
輪
事
業
で

５
０
億
４
、
２
０
０
万
円
減
っ
た

こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
で
は

市
税
や
交
付
金
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
斎
場
建

設
事
業
、
学
校
施
設
の
改
築
・
耐

震
事
業
な
ど
の
重
要
施
策
の
推
進

に
よ
り
、
将
来
の
公
債
費
が
増
嵩

す
る
見
込
み
と
な
る
な
ど
厳
し
い

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
推
し
進
め

「
観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画
」
に

掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取

り
組
み
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大

の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
予

算
配
分
の
重
点
化
・
効
率
化
を
図

り
、
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
あ
ら
ま
し

　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
３
つ

の
予
算
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
会
計
は
、
福
祉
や
教
育
、
建
設

と
い
っ
た
一
般
的
な
事
業
に
使
わ

れ
る
予
算
で
、
市
の
事
業
の
大
部

分
を
賄
い
、
前
年
度
当
初
予
算
比

２
０
億
８
、
０
０
０
万
円
、
８
・

８
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
２
５
８
億
円

で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
法
律
や
条
例
に

基
づ
い
て
設
置
し
て
い
る
会
計
で
、

平
成
２０
年
度
当
初
予
算
で
は
１５
の

会
計
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定

の
収
入
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
経
理
を
ほ
か
の
会
計
と
区
別

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
接
か

か
わ
り
の
あ
る
国
民
健
康
保
険
事

業
や
介
護
保
険
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
の
ほ
か
競
輪
事
業
や
航
路

事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
が
一
年
間
に
行
う
事

務
事
業
の
予
算
が
分
か
る
「
平
成

２０
年
度
一
般
会
計
予
算
書
及
び
予

算
に
関
す
る
説
明
書
」「
平
成
２０
年

度
特
別
会
計
予
算
書
及
び
予
算
に

関
す
る
説
明
書
」
は
、
市
役
所
総

合
案
内
所
や
大
野
原
・
豊
浜
支
所

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
予
算
編
成
？

一
般
会
計
歳
入

　

一
般
会
計
の
歳
入
予
算
は
、
自

主
財
源
と
依
存
財
源
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
自
主
財
源
は
、
市
が
自

主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
で
、
１

０
８
億
１
、
９
７
０
万
１
千
円
で

す
。
市
税
や
使
用
料
、
手
数
料
や

負
担
金
な
ど
が
含
ま
れ
、
一
般
会

計
予
算
総
額
の
う
ち
４
１
・
９
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

依
存
財
源
は
、
１
４
９
億
８
、

０
２
９
万
９
千
円
で
地
方
交
付
税

や
国
庫
支
出
金
、
市
債
な
ど
で
一

般
会
計
の
う
ち
５
８
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
一
番
多
い
の
は
市
税
で

前
年
度
比
１
億
８
、
０
３
４
万
８

千
円
減
（
２
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
８
６
億
８
、
６
９
５
万
８
千
円

の
見
込
み
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、特
別
枠
の「
地

方
再
生
対
策
費
」
な
ど
で
前
年
度

比
４
億
６
、０
０
０
万
円
増
（
１
０

・
７
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
４
７
億
４
、

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例

債
を
充
当
し
た
重
要
施
策
の
事
業

量
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
1
8

億
５
、
２
５
０
万
円
増
（
５
４
・

９
パ
ー
セ
ン
ト
）の
５
２
億
2
、８

９
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
８
億
４
、

４
９
５
万
円
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
？

一
般
会
計
歳
出

　

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の

義
務
的
経
費
は
１
０
５
億
２
、
０

１
７
万
２
千
円
、
予
算
の
構
成
比

率
は
４
０
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

前
年
度
比
１
億
８
、
７
１
０
万
２

千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

公
債
費
が
増
加
し
た
も
の
の
人
件

費
と
扶
助
費
が
減
少
し
た
た
め
で

す
。

　

建
設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経

費
は
、
５
７
億
１
、
６
６
０
万
１

千
円
で
、
前
年
度
比
２
２
億
１
、

４
１
７
万
２
千
円
の
増
加
で
す
。

主
な
事
業
は
、
斎
場
建
設
事
業
や

柞
田
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
、
柞

田
幹
線
水
路
排
水
改
良
事
業
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
中
部
中
学
校
校
舎
改

築
事
業
や
小
・
中
学
校
の
耐
震
実

施
事
業
な
ど
児
童
・
生
徒
が
安
心

し
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

継
続
し
て
進
め
ま
す
。

　

年
々
、
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状

況
の
中
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算

は
、
さ
ら
な
る
事
業
の
選
択
と
集

中
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別

会
計
も
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら

考
察
し
、
見
直
す
こ
と
で
健
全
化

を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
合
併
に
伴
う
資
源

や
人
材
を
最
大
限
に
生
か
し
、
総

合
振
興
計
画
の
計
画
的
な
実
施
と

種
々
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、

そ
の
効
果
を
市
民
生
活
に
反
映
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
充
実
し
た
生
活
を

実
感
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（単位：千円、％）

会　　計　　名

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

水　道　事　業　会　計

競輪事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険伊吹診療所特別会計

老人保健事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護予防サービス事業特別会計

航路事業特別会計

豊田財産区特別会計

粟井財産区特別会計

粟井坂瀬山林特別会計

田野々地区簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

産業団地造成事業特別会計

健康交流施設「おおのはら」管理運営事業特別会計

平成20年度 平成19年度 増 減 額 増 減 率

歳 入

歳 出

その他

市債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

諸収入

繰入金

市税

自主財源

投資的経費

義務的経費

依存財源

その他

自主財源

投資的経費

義務的経費

依存財源

その他

人件費

扶助費

普通建設事業費
災害復旧費

公債費

物件費
維持補修費

※小数点以下四捨五入

補助費など

貸付金

積立金
投資および

出資金、予備費
繰出金

財産収入、寄附金

分担金、負担金
使用料、手数料

一般会計当初予算

議会費

その他

民生費

衛生費

教育費

公債費

総務費

土木費

農林水産業費

消防費

商工費

平成　 年度当初予算20

用
語
解
説

地
方
交
付
税
＝
一
定
水
準
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
国
か

ら
配
分
さ
れ
る
も
の
／
国
庫
支
出
金

＝
国
か
ら
の
補
助
金
・
負
担
金
・
委

託
金
な
ど
／
市
債
＝
市
の
長
期
の
借

入
金
／
財
政
調
整
基
金
＝
年
度
間
の

財
政
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
設
け

て
い
る
基
金
／
公
債
費
＝
市
が
借
り

入
れ
た
市
債
の
元
金
や
利
子
の
支
払

い
に
要
す
る
経
費
／
扶
助
費
＝
生
活

保
護
費
や
児
童
手
当
、
高
齢
者
医
療
、

乳
児
医
療
な
ど
に
要
す
る
経
費
／
物

件
費
＝
臨
時
職
員
の
賃
金
、
旅
費
、

委
託
料
、
備
品
購
入
費
な
ど
消
費
的

性
質
の
経
費
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１
市
民
み
ん
な
で
取
り
組
む

 

「
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

⑴
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
体
制

・
制
度
の
確
立

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
広
報

市
民
ま
ち
づ
く
り
参
画

⑵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
等
の
充
実

自
治
会
活
動
支
援

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
推
進

（
合
併
地
域
振
興
）

⑶
人
権
対
策
・
男
女
共
同
参
画
の

推
進

学
校
人
権
・
同
和
教
育
推
進

認
め
合
う
人
権
推
進

Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
・
同
和
教
育
研
修

人
権
啓
発
活
動
委
託

同
和
地
区
実
態
調
査

男
女
共
同
参
画
推
進

　

（
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
等
）

２
安
全
・
安
心
で

「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

⑴
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
修
正

⑵
市
街
地
の
整
備

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
中
央
七
間
橋
線
改
築
・
ポ
ケ
ッ
ト
パ

　

ー
ク
整
備
）

商
店
街
等
活
性
化
促
進

⑶
山
村
地
域
の
振
興

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

林
道
・
治
山
整
備

⑷
離
島
地
域
の
振
興

船
舶
改
修（
ロ
ー
リ
ン
グ
ピ
ッ
チ
取
付
）

高
等
学
校
通
学
航
路
費
補
助

離
島
交
通
対
策

⑸
道
路
・
交
通
網
の
整
備

県
営
公
共
事
業
（
道
路
・
街
路
）

ゆ
と
り
あ
る
歩
道
づ
く
り
推
進

市
道
舗
装
新
設

北
原
港
町
線
蛭
子
橋
改
修

エ
コ
･
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド

の
り
あ
い
バ
ス
運
行

県
営
公
共
事
業
（
観
音
寺
港
）

室
本
港
港
湾
改
修

⑹
情
報
・
通
信
基
盤
の
整
備

基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
管
理

か
が
わ
電
子
自
治
体
シ
ス
テ
ム
運
営

⑺
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

地
域
防
災
推
進

消
防
団
活
動
活
性
化

花
稲
分
団
屯
所
建
設

消
防
ポ
ン
プ
車
整
備

⑻
生
活
安
全
対
策
の
充
実

交
通
安
全
対
策
・
啓
発
支
援

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進

交
通
安
全
施
設
整
備

地
域
防
犯
推
進

児
童
生
徒
等
安
全
対
策

⑼
住
宅
対
策
の
充
実

改
良
住
宅
環
境
整
備

地
域
住
宅
交
付
金
事
業

　

（
火
災
警
報
器
・
水
洗
化
等
）

３
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

　

「
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

⑴
地
域
福
祉
の
推
進

民
生
委
員
活
動

地
区
民
生
委
員
協
議
会
活
動
推
進

社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助

⑵
保
健
・
医
療
活
動
の
充
実

が
ん
検
診

訪
問
指
導

一
日
人
間
ド
ッ
ク

特
定
健
康
診
査

歯
科
保
健
指
導
モ
デ
ル
事
業

食
生
活
改
善
推
進

予
防
接
種

結
核
予
防

地
域
医
療
確
保
対
策

三
豊
準
看
護
学
院
補
助

⑶
児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

放
課
後
子
ど
も
教
室

放
課
後
児
童
健
全
育
成

母
子
保
健
地
域
活
動

妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

地
域
組
織
活
動（
母
親
ク
ラ
ブ
）
育
成

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

子
育
て
短
期
支
援

子
ど
も
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

乳
幼
児
医
療
費
助
成

家
庭
児
童
相
談
室
運
営

母
子
生
活
支
援
施
設
措
置

母
子
等
医
療
費
助
成

⑷
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
策
定

介
護
予
防

配
食
サ
ー
ビ
ス

地
域
自
立
生
活
支
援

老
人
ク
ラ
ブ
助
成

高
齢
者
労
働
能
力
活
用

高
年
齢
者
就
業
機
会
開
発

⑸
障
害
者
福
祉
の
推
進

障
害
福
祉
計
画
策
定

障
害
者
自
立
支
援
給
付

日
常
生
活
用
具
給
付
等

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化

障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策

自
立
支
援
医
療
費
支
給

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

⑹
社
会
保
障
等
の
充
実

生
活
保
護
扶
助

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

４
人
と
文
化
が
輝
く

　

「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」

⑴
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
と
学
習

機
会
の
拡
充

生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定

市
民
講
座

市
民
文
化
祭

地
区
公
民
館
生
涯
学
習

家
庭
教
育
支
援

子
ど
も
体
験
活
動

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向
上

⑵
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

幼
稚
園
預
か
り
保
育

教
育
課
題
に
対
応
し
た
実
践
的
調

　

査
研
究

伊
吹
小
学
校
単
式
学
級

中
学
校
講
師
派
遣

児
童
洋
上
学
習

不
登
校
対
策
教
育
支
援

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立

　

支
援

特
別
支
援
教
育
支
援
員
設
置

中
学
生
海
外
派
遣

外
国
青
年
招
致（
外
国
語
指
導
助
手
）

小
学
校
・
中
学
校
施
設
耐
震
実
施

柞
田
小
学
校
校
舎
改
築

中
部
中
学
校
校
舎
改
築

学
校
等
適
正
配
置
等
検
討

⑶
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
推
進

少
年
問
題
相
談

地
区
青
少
年
育
成
活
動

青
少
年
健
全
育
成
推
進

⑷
地
域
文
化
の
継
承
と
文
化
芸
術

活
動
の
推
進

埋
蔵
文
化
財
保
存
整
備

市
民
音
楽
祭
開
催

郷
土
資
料
館
運
営

市
民
会
館
施
設
設
備
改
修

⑸
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

健
康
つ
く
り
推
進

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手

　

権
大
会
開
催

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

豊
浜
総
合
体
育
館
施
設
管
理
整
備

　

基
金
設
置

市
体
育
協
会
補
助

⑹
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
活
動

の
推
進

国
際
交
流

姉
妹
都
市
交
流

５
海
・
山
・
川
の
自
然
輝
く

　

「
快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

⑴
環
境
保
全
活
動
の
推
進
と
景
観

形
成

地
域
環
境
総
合
計
画
策
定

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

　

置
整
備

環
境
公
害
測
定

河
川
等
清
掃
補
助

⑵
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

県
営
公
共
事
業（
琴
弾
公
園
施
設
整
備

）

琴
弾
公
園
・
一
の
宮
公
園
等
施
設

　

管
理

ふ
る
さ
と
緑
化
推
進

都
市
公
園
等
維
持
管
理

萩
の
丘
公
園
等
維
持
管
理

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
で
き
る
公
園

　

づ
く
り

⑶
上
・
下
水
道
の
整
備

水
道
施
設
総
合
整
備
計
画
策
定

新
設
改
良

老
朽
配
水
管
改
良

水
道
施
設
耐
震
化

渇
水
対
策

下
林
水
源
地
深
井
戸
新
設

公
共
下
水
道
事
業

小
規
模
都
市
下
水
路
整
備

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
維
持
管
理

浄
化
槽
設
置
整
備

⑷
ご
み
・
し
尿
処
理
の
充
実

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
委
託

一
般
廃
棄
物
処
理
委
託

ご
み
減
量
化
対
策

分
別
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
推
進

生
ご
み
処
理
機
設
置
整
備

し
尿
処
理
施
設
維
持
管
理

三
観
衛
生
組
合
負
担
金

⑸
墓
地
・
斎
場
の
整
備

斎
場
建
設

墓
地
整
備

墓
地
公
園
整
備

６
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

「
い
き
い
き
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

⑴
農
林
業
の
振
興

県
営
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

（
西
讃
南
部
地
区
）

県
営
湛
水
防
除
（
高
屋
・
八
幡
地
区
）

基
盤
整
備
促
進
（
野
々
池
大
坪
地
区
）

柞
田
幹
線
水
路
排
水
改
良

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
支

　

援
交
付
金
事
業
（
池
ノ
内
地
区
・
粟
井
地
区

）

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

産
地
競
争
力
の
強
化

園
芸
か
が
わ
産
地
構
造
改
革
総
合

　

対
策

有
機
農
産
物
生
産
振
興
対
策

松
く
い
虫
防
除
・
伐
倒
駆
除

分
収
林
管
理

畜
産
共
進
会

⑵
水
産
業
の
振
興

伊
吹
地
域
漁
港
整
備

漁
村
再
生
交
付
金
事
業（
観
音
寺
南

　

地
区
）

重
要
稚
仔
放
流

油
濁
被
害
防
止
機
材
整
備

⑶
商
工
業
の
振
興

中
小
企
業
融
資
預
託

商
工
組
合
中
央
金
庫
貸
付

商
工
会
議
所
・
商
工
会
補
助

工
場
等
立
地
促
進

農
村
地
域
工
業
等
導
入

⑷
観
光
の
振
興

観
光
宣
伝

観
光
協
会
育
成

道
の
駅
運
営
管
理

ち
ょ
う
さ
会
館
運
営
管
理

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
推
進

交
流
定
住
促
進

⑸
雇
用
対
策
と
勤
労
者
福
祉
の
充
実

職
業
安
定
協
会
補
助

勤
労
者
等
住
宅
建
設
資
金
融
資
預
託

７
計
画
推
進
の
た
め
に

⑴
行
政
改
革
の
推
進

職
員
研
修

内
部
情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理

総
合
振
興
計
画
進
行
管
理

⑵
財
政
運
営
の
効
率
化

財
務
諸
表
作
成

固
定
資
産
評
価
替

収
納
率
向
上
特
別
対
策

公
有
財
産
台
帳
統
合

⑶
広
域
行
政
の
推
進

四
国
中
央
地
域
連
携
交
流

平
成
２０
年
度
に
取
り
組
む
主
な
事
業

6
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趣
旨

１
計
画
策
定
の
趣
旨

　

行
財
政
基
盤
の
確
立
に
よ
る　

力

強
い　

自
治
体
を
構
築
す
る
た
め

３
市
町
が
合
併
し
、
新
「
観
音
寺

市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
後
、

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
、
住

民
参
画
・
協
働
の
も
と
に
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
か
、
本
市
の
進
む
べ
き
方
向
の

明
確
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
実
行
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
「
新
市
建
設
計
画
」

を
基
本
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
と
実
現
の
た
め
の
基
本

目
標
・
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
住
民
に
分
か
り
や

す
く
、
参
画
が
得
ら
れ
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
「
観
音

寺
市
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

２
計
画
の
性
格
と
役
割

　

本
計
画
は
、
法
的
根
拠
に
基
づ

く
市
の
最
上
位
計
画
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
踏
ま
え
、
今
後
の
本
市

観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

市
民
が
主
役
　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
　
か
ん
お
ん
じ
　
　
〜
人
・
文
化
・
自
然
　
い
き
い
き
輝
く
　
元
気
都
市
〜

観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

市
民
が
主
役
　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
　
か
ん
お
ん
じ
　
　
〜
人
・
文
化
・
自
然
　
い
き
い
き
輝
く
　
元
気
都
市
〜

〝

〟

〝

〟

〝

〟

〝

〟

〝

〟

〝

〟

趣
旨

１
計
画
策
定
の
趣
旨

　

行
財
政
基
盤
の
確
立
に
よ
る

力

強
い　

自
治
体
を
構
築
す
る
た
め

３
市
町
が
合
併
し
、
新
「
観
音
寺

市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
後
、

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
、
住

民
参
画
・
協
働
の
も
と
に
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
か
、
本
市
の
進
む
べ
き
方
向
の

明
確
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
実
行
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
「
新
市
建
設
計
画
」

を
基
本
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
と
実
現
の
た
め
の
基
本

目
標
・
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
住
民
に
分
か
り
や

す
く
、
参
画
が
得
ら
れ
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
「
観
音

寺
市
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

２
計
画
の
性
格
と
役
割

　

本
計
画
は
、
法
的
根
拠
に
基
づ

く
市
の
最
上
位
計
画
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
踏
ま
え
、
今
後
の
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す

も
の
で
、
次
の
役
割
を
持
ち
ま
す
。

役
割
１
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

　

り
を
進
め
る
た
め
の
共
通
目
標

役
割
２
地
域
経
営
を
進
め
る
た
め

　

の
行
財
政
運
営
の
指
針

役
割
３
広
域
行
政
に
対
す
る
連
携

　

の
基
礎

３
計
画
期
間

基
本
構
想

　

市
の
目
指
す
将
来
像
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
基
本
目
標
と
基

本
施
策
の
方
針
な
ど
を
示
し
た
も

の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
10
年
間
。

基
本
計
画

　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
主
要
施

策
を
行
政
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て

体
系
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
、
５
年
間
。
そ
の

間
に
目
標
指
標
を
定
め
、
進
ち
ょ

く
状
況
や
到
達
点
を
絶
え
ず
点
検

評
価
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
ま
す
。

観
音
寺
市
の
将
来
像

市
民
が
主
役

　

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　

か
ん
お
ん
じ

〜
人
・
文
化
・
自
然

　

い
き
い
き
輝
く　

元
気
都
市
〜

　

時
代
の
転
換
期
で
あ
る
今
、
少

子
高
齢
化
、
環
境
問
題
な
ど
、
時

代
の
大
き
な
変
化
の
潮
流
は
、
大

き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
社
会

的
特
性
を
生
か
し
た
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市

の
将
来
像
を
定
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　

基
本
目
標
と
基
本
施
策 

基
本
目
標
１

市
民
み
ん
な
で
取
り
組
む

　

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り　

　

こ
れ
ま
で
の
施
策
・
事
業
の
進

め
方
を
見
直
し
、
公
か
ら
民
へ
の

事
業
移
管
や
行
政
と
市
民
が
連
携

し
て
取
り
組
む
地
域
協
働
・
住
民

自
治
の
地
域
づ
く
り
へ
の
転
換
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

(1)
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
体
制
・

　

制
度
の
確
立

　

住
民
参
画
・
地
域
協
働
の
制
度

や
仕
組
み
の
確
立
を
図
り
、
市
の

計
画
づ
く
り
や
施
設
の
管
理
運
営

な
ど
へ
の
市
民
参
画
・
地
域
協
働

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
の
制

　

定
と
地
域
協
働
体
制
の
確
立

○
広
報
活
動
の
機
能
強
化

○
広
聴
活
動
の
推
進

○
情
報
公
開
の
推
進

○
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

　

メ
ン
ト
）
等
の
推
進

(2)
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

活
動
等
の
充
実

　

市
民
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拡
充
・

活
性
化
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
多

様
な
市
民
活
動
の
連
携
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
市
民
の
一
体
感
意
識
の

醸
成
な
ど
を
促
し
ま
す
。

○
新
し
い
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

づ
く
り
の
推
進

○
自
治
会
活
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

活
動
の
活
性
化
支
援
の
推
進

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

活
動
等
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ

　

の
支
援

○
市
民
活
動
の
拠
点
施
設
の
整
備

(3)
人
権
対
策
・
男
女
共
同
参
画
の

　

推
進

　

人
権
意
識
・
男
女
共
同
参
画
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
人
権
相
談
体

制
の
充
実
や
女
性
の
社
会
参
画
機

会
の
拡
充
な
ど
に
努
め
ま
す
。

○
人
権
教
育
の
推
進

○
人
権
啓
発
事
業
の
推
進

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進

○
活
動
拠
点
施
設
の
整
備
充
実

基
本
目
標
２

安
全
・
安
心
で

　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り　

　

活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
の
基
盤
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
地
域
ぐ

る
み
の
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全

対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

(1)
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

　

自
然
環
境
と
市
街
地
、
農
村
集

落
地
区
が
調
和
し
た
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。

○
総
合
的
な
土
地
利
用
推
進
プ
ラ

　

ン
の
再
構
築

○
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

○
国
土
調
査
の
推
進

(2)
市
街
地
の
整
備

　

文
化
機
能
や
商
業
機
能
の
充
実

な
ど
と
合
わ
せ
て
、
魅
力
的
な
生

活
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
総
合
的
な
市
街
地
整
備
の
マ
ス

　

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

○
地
域
内
外
の
連
携
と
吸
引
力
向

　

上
事
業
の
推
進

○
芸
術
文
化
を
取
り
入
れ
た
特
色

　

あ
る
市
街
地
づ
く
り
の
推
進

○
商
業
の
活
性
化
事
業
の
推
進

○
防
災
機
能
、
集
客
機
能
の
整
備

○
市
街
地
内
大
規
模
施
設
等
の
多

　

目
的
利
用
の
検
討

(3)
山
村
地
域
の
振
興

　

農
林
業
の
生
産
基
盤
の
整
備
や

自
然
環
境
を
生
か
し
た
地
域
交
流

施
設
の
整
備
、
道
路
交
通
な
ど
の

環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
魅
力
と
活
力
あ
る
山
間
地
域
の

　

振
興

○
国
土
保
全
施
策
の
推
進

(4)
離
島
地
域
の
振
興

　

交
通
施
設
や
情
報
通
信
施
設
の

整
備
、
福
祉
・
医
療
体
制
の
充
実

や
産
業
基
盤
の
整
備
な
ど
を
総
合

的
、
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
離
島
交
通
体
系
の
整
備

○
離
島
の
産
業
基
盤
の
強
化
充
実

○
島
内
公
共
施
設
の
再
配
置

○
島
お
こ
し
団
体
、
リ
ー
ダ
ー
の

　

育
成

(5)
道
路
・
交
通
網
の
整
備

　

国
・
県
道
の
早
期
整
備
や
港
湾

整
備
な
ど
を
関
係
機
関
に
積
極
的

に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
環
状

道
路
の
整
備
、
橋
梁
の
補
修
・
更

新
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交

通
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
国
道
・
県
道
の
整
備
促
進

○
中
心
市
街
地
活
性
化
と
連
動
す

　

る
街
路
整
備

○
旧
市
町
間
連
絡
道
路
及
び
市
道

　

・
橋
梁
の
整
備
・
更
新
の
推
進

○
市
民
参
加
等
に
よ
る
道
路
維
持

　

管
理
の
推
進

○
の
り
あ
い
バ
ス
等
公
共
交
通
の

　

充
実

○
港
湾
の
整
備
促
進

(6)
情
報
・
通
信
基
盤
の
整
備

　

地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図

る
た
め
、
行
政
と
市
民
の
双
方
向

の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

○
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
と
双
方

　

向
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

○
電
子
自
治
体
の
推
進

○
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
の

　

推
進

(7)
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

　

災
害
に
備
え
た
防
護
施
設
の
整

備
や
土
砂
災
害
警
戒
地
区
な
ど
の

指
定
の
促
進
な
ど
を
図
る
と
と
も

に
、
消
防
・
防
災
力
の
強
化
や
広

域
消
防
に
お
け
る
消
防
・
救
急
体

制
の
強
化
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

自
然
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

す
。

○
防
災
体
制
の
整
備
充
実

○
消
防
団
・
海
防
団
体
制
の
整
備

　

充
実

○
広
域
消
防
に
お
け
る
消
防
・
救

　

急
体
制
の
強
化

○
津
波
・
高
潮
・
土
砂
災
害
対
策

　

事
業
等
の
促
進

(8)
生
活
安
全
対
策
の
充
実

　

交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
、

地
域
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
・
防
犯

対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
対
策
の
充
実

○
防
犯
対
策
の
推
進

○
消
費
者
対
策
の
充
実

(9)
住
宅
対
策
の
充
実

　

市
営
住
宅
の
改
善
整
備
、
高
齢

者
向
け
住
宅
や
若
者
定
住
向
け
住

宅
の
整
備
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
定
住
支
援
な
ど
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
定
住
人
口
の
増
加
を
促
す

居
住
環
境
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

○
市
営
住
宅
の
再
編
整
備
の
推
進

○
市
営
住
宅
の
住
環
境
・
居
住
水

　

準
の
向
上

○
住
み
よ
い
住
環
境
づ
く
り
の
推
進

基
本
目
標
３

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

　
　

健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り　

　

地
域
福
祉
対
策
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
活
性
化
、
介
護
予
防
事

業
や
健
康
づ
く
り
活
動
の
充
実
、

福
祉
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
育
成

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

(1)
地
域
福
祉
の
推
進

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
体

制
を
確
立
し
、
安
心
で
き
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普

及
・
啓
発
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
よ
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
、
世
代
間
交
流
事
業
な
ど

へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

○
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

の
推
進

○
市
民
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち

　

づ
く
り
の
推
進

○
福
祉
意
識
の
高
揚
と
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
活
動
の
普
及
・
啓
発

○
地
域
福
祉
団
体
等
へ
の
支
援
の

　

充
実

○
福
祉
人
材
・
専
門
職
員
の
配
置

　

確
保

(2)
保
健
・
医
療
活
動
の
充
実

　

健
康
づ
く
り
と
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
努
め
、
き
め
細
や
か
な
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
三
豊
総
合
病
院
の
機

能
強
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

地
域
医
療
・
へ
き
地
医
療
・
救
急

医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
体
制

　

の
確
立

○
保
健
基
盤
の
強
化

○
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
の
充
実

○
運
動
と
休
養
を
通
じ
た
健
康
づ

　

く
り
の
推
進

○
食
生
活
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

　

の
推
進

○
予
防
事
業
等
の
推
進

○
地
域
医
療
の
充
実

(3)
児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
手
当
な
ど
の
経
済
的
支
援
、

母
子
保
健
事
業
の
充
実
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
対
策
な
ど
、
地
域

全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

○
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
放
課
後
健
全
育
成
事
業
（
放
課

　

後
児
童
ク
ラ
ブ
）
等
の
推
進

○
乳
幼
児
健
診
・
相
談
・
母
子
サ

　

ポ
ー
ト
事
業
の
充
実

○
手
当
等
の
充
実

○
家
庭
児
童
相
談
室
の
充
実
等

○
母
子
・
父
子
福
祉
施
策
の
充
実

(4)
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

を
図
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

ぐ
る
み
で
認
知
症
高
齢
者
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

　

保
険
事
業
計
画
の
策
定

○
介
護
保
険
事
業
の
推
進

○
介
護
予
防
事
業
の
充
実

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

　

充
実

○
高
齢
者
の
生
活
支
援
の
充
実

○
安
全
対
策
の
推
進
と
権
利
擁
護

○
生
き
が
い
対
策
の
推
進

き
ょ
う
り
ょ
う
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(5)
障
害
者
福
祉
の
推
進

　

障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓

発
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
や
交
流
活
動

の
充
実
支
援
な
ど
に
努
め
、
自
立

の
た
め
の
総
合
的
相
談
・
支
援
体

制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害

の
早
期
発
見
、
療
育
体
制
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
障
害
福
祉
計
画
第
２
期
の
策
定

○
啓
発
・
広
報
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
活
動
の
推
進

○
保
健
・
医
療
・
療
育
の
充
実

○
地
域
生
活
支
援
の
充
実

○
雇
用
・
就
業
の
促
進

○
社
会
参
加
の
促
進

○
生
活
の
安
全
確
保
と
権
利
擁
護

(6)
社
会
保
障
等
の
充
実

　

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・

生
活
保
護
対
策
な
ど
の
制
度
の
周

知
徹
底
と
相
談
・
指
導
体
制
の
充

実
に
努
め
、
適
切
な
運
用
を
図
り

ま
す
。

○
生
活
保
護
業
務
の
適
正
実
施
の

　

推
進

○
就
労
に
よ
る
生
活
保
護
自
立
の

　

推
進

○
国
民
健
康
保
険
制
度
等
の
健
全

　

運
営

○
国
民
年
金
業
務
の
充
実

基
本
目
標
４

人
と
文
化
が
輝
く

　
　

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り　

　

生
涯
に
わ
た
り
自
己
を
高
め
続

け
よ
う
と
す
る
住
民
の
意
識
な
ど

に
対
応
し
た
芸
術
・
文
化
活
動
、

生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
積
極
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

(1)
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
と
学
習

　

機
会
の
拡
充

　

生
涯
学
習
の
推
進
体
制
や
方
針

の
確
立
、
各
学
習
拠
点
施
設
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
活
動
支
援
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
習
機
会

の
拡
充
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力

向
上
に
努
め
ま
す
。

○
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
と

　

推
進
体
制
の
整
備
充
実

○
生
涯
学
習
施
設
・
設
備
の
整
備

　

と
学
習
情
報
提
供
体
制
の
充
実

○
公
民
館
活
動
の
充
実
な
ど
生
涯

　

学
習
活
動
機
会
の
拡
充

○
家
庭
教
育
啓
発
と
家
庭
教
育
支

　

援
活
動
の
推
進

○
地
域
教
育
力
の
向
上

○
図
書
館
活
動
の
充
実

(2)
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

　

幼
保
の
総
合
施
設
の
整
備
を
進

め
、
確
か
な
学
力
の
定
着
、
き
め

細
や
か
な
指
導
体
制
と
い
じ
め
・

不
登
校
対
策
な
ど
生
徒
指
導
の
充

実
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
な
ど

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
安

心
な
学
校
施
設
へ
の
整
備
改
修
を

進
め
る
と
と
も
に
、
幼
・
小
・
中

に
わ
た
る
学
校
再
編
（
統
合
）
に

よ
り
学
区
の
見
直
し
や
学
校
規
模

の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

○
信
頼
さ
れ
る
学
校
・
園
づ
く
り

　

の
推
進

○
幼
児
教
育
の
充
実
と
幼
保
の
総

　

合
施
設
の
整
備

○
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
定

　

着
と
生
徒
指
導
の
充
実

○
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

○
特
別
支
援
教
育
の
推
進

○
情
報
教
育
・
国
際
理
解
教
育
の

　

推
進

○
食
育
の
推
進
と
学
校
給
食
施
設

　

の
整
備

○
学
校
施
設
の
改
修
と
統
合
の
推
進

○
高
等
学
校
教
育
の
充
実

(3)
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
推

　

進

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

関
係
団
体
や
学
校
、
警
察
な
ど
と

連
携
し
、
健
全
育
成
や
補
導
活
動

な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

広
報
・
啓
発
に
努
め
、
子
ど
も
た

ち
や
青
少
年
を
見
守
る
活
動
へ
の

市
民
の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

○
健
全
育
成
活
動
の
推
進

○
補
導
活
動
の
推
進

○
少
年
相
談
活
動
の
推
進

(4)
地
域
文
化
の
継
承
と
文
化
芸
術

　

活
動
の
推
進

　

貴
重
な
文
化
財
の
適
切
な
調
査

研
究
や
保
護
・
伝
承
の
た
め
の
体

制
・
施
設
の
充
実
、
学
校
教
育
と

の
連
携
や
資
料
館
活
動
の
充
実
を

図
り
、
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持

て
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
、
地

域
に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な
文
化

の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
存
と
活
用

○
芸
術
文
化
の
振
興

○
文
化
的
施
設
の
整
備
・
充
実

(5)
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
、
人
々
と

の
交
流
に
よ
る
豊
か
な
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
体
力
向
上
を
目
指
し
た
地

域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
市
民

の
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

○
社
会
体
育
施
設
の
整
備
と
充
実

○
団
体
、
指
導
者
の
育
成
・
支
援

○
情
報
提
供
体
制
等
の
充
実

(6)
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
活
動

　

の
推
進

　

姉
妹
都
市
の
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市

と
の
交
流
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
国
際
理
解
の
機
会
の
充
実
な

ど
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
内
姉

妹
都
市
の
草
津
市
、
真
狩
村
と
の

友
好
を
深
め
、
国
内
外
の
地
域
と

の
交
流
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
国
際
交
流
活
動
の
推
進

○
国
内
姉
妹
都
市
と
の
交
流
活
動

　

の
推
進

○
地
域
間
交
流
の
充
実

基
本
目
標
５

海
・
山
・
川
の
自
然
輝
く

　
　

快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

　

海
・
山
・
川
を
一
体
的
に
保
全

で
き
る
体
制
の
確
立
や
景
観
形
成

の
推
進
、
上
下
水
道
の
整
備
な
ど

に
努
め
る
と
と
も
に
、
循
環
型
社

会
づ
く
り
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

す
。

(1)
環
境
保
全
活
動
の
推
進
と
景
観

　

形
成

　

市
民
の
自
主
的
な
環
境
保
全
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
全
市

一
体
と
な
っ
て
、
き
れ
い
な
海
、

山
、
川
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、
自
然

景
観
や
都
市
景
観
、
歴
史
景
観
の

形
成
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
保
全
方
針
・

　

体
制
の
整
備

○
環
境
意
識
の
啓
発
と
循
環
型
地

　

域
社
会
づ
く
り
の
推
進

○
環
境
監
視
の
強
化
と
公
害
防
止

　

の
推
進

○
自
然
環
境
の
保
全
対
策
の
推
進

○
環
境
美
化
活
動
の
推
進

○
観
音
寺
市
ら
し
い
ふ
る
さ
と
景

　

観
づ
く
り
の
推
進

(2)
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

　

安
心
し
て
憩
い
、
遊
べ
る
場
と

し
て
の
身
近
な
公
園
の
改
修
整
備

や
管
理
体
制
の
見
直
し
な
ど
を
進

め
る
と
と
も
に
、
海
辺
や
水
辺
の

親
水
空
間
整
備
や
緑
化
整
備
な
ど

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

○
琴
弾
公
園
・
一
の
宮
公
園
の
整
備

○
緑
化
の
推
進

○
身
近
な
公
園
・
緑
地
の
施
設
整

　

備
と
利
活
用
の
促
進

○
充
実
し
た
施
設
運
営
と
維
持
管

　

理
の
確
立

(3)
上
・
下
水
道
の
整
備

　

安
全
で
安
心
な
水
の
供
給
に
努

め
る
と
と
も
に
、
渇
水
対
策
や
耐

震
化
、
老
朽
配
水
管
改
良
な
ど
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

下
水
道
処
理
場
な
ど
の
改
築
更

新
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
条
件
に
合
っ

た
事
業
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

○
水
道
施
設
総
合
整
備
計
画
の
策
定

○
水
道
施
設
の
改
良
整
備
の
推
進

○
渇
水
対
策
事
業
の
推
進

○
公
共
下
水
道
施
設
の
整
備

○
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
の
推
進

○
浄
化
槽
の
整
備

(4)
ご
み
・
し
尿
処
理
の
充
実

　

ご
み
・
し
尿
の
適
正
な
処
理
に

努
め
、
よ
り
効
率
的
な
処
理
体
制

の
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
の
奨
励
に
よ
り
、
ご
み

減
量
化
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

○
ご
み
処
理
体
制
の
充
実

○
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
の

　

推
進

○
ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
の
推
進

○
し
尿
処
理
の
適
正
化

(5)
墓
地
・
斎
場
の
整
備

　

斎
場
の
早
期
完
成
を
目
指
す
と

と
も
に
、
墓
地
の
需
要
動
向
な
ど

を
見
極
め
、
計
画
的
に
墓
地
公
園

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
先
人
を

敬
い
尊
重
す
る
気
持
ち
を
は
ぐ
く

み
、
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

○
斎
場
の
整
備

○
墓
地
公
園
の
整
備

基
本
目
標
６

豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
　

い
き
い
き
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
の
主
要
産
業
を
担
う
農
林

水
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

若
者
に
も
魅
力
の
あ
る
付
加
価
値

の
高
い
農
林
水
産
業
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
振
興
や

企
業
誘
致
、
商
業
の
活
性
化
、
見

る
観
光
か
ら
体
験
型
・
産
業
型
、

通
過
型
か
ら
滞
在
型
へ
の
展
開
に

よ
る
観
光
の
振
興
な
ど
を
図
り
、

足
腰
の
強
い
多
様
な
産
業
構
造
の

確
立
を
積
極
的
に
目
指
し
ま
す
。

(1)
農
林
業
の
振
興

　

担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
集
落

営
農
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

循
環
型
農
業
の
推
進
、
中
山
間
地

域
に
お
け
る
農
地
の
維
持
保
全
対

策
や
畜
産
環
境
対
策
の
推
進
な
ど

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
、

農
業
体
験
交
流
な
ど
を
推
進
し
、

農
業
振
興
体
制
の
確
立
に
努
め
ま

す
。

○
土
地
利
用
の
適
正
化
と
農
地
流

　

動
化
の
促
進

○
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

　

策
の
推
進

○
意
欲
的
な
担
い
手
・
後
継
者
の

　

育
成
・
確
保

○
安
全
で
安
心
な
農
業
の
促
進

○
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
地
産

　

地
消
の
促
進

○
中
山
間
地
域
等
が
有
す
る
多
面

　

的
機
能
の
確
保

○
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推
進

○
林
業
基
盤
の
整
備
と
森
林
資
源

　

の
保
全

○
畜
産
業
の
振
興

(2)
水
産
業
の
振
興

　

漁
港
な
ど
の
整
備
を
計
画
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、
漁
場
環
境
の

保
全
、
漁
業
生
産
基
盤
の
整
備
、

漁
業
組
織
の
強
化
な
ど
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
流
通
加
工
対
策
や
観

光
と
の
連
携
強
化
な
ど
に
よ
る
付

加
価
値
の
向
上
に
努
め
、
後
継
者

や
担
い
手
の
育
成
、
確
保
を
図
り

ま
す
。

○
漁
港
の
整
備
と
漁
港
施
設
の
維

　

持
管
理
の
推
進

○
漁
業
生
産
基
盤
の
整
備

○
経
営
基
盤
の
強
化

○
漁
場
環
境
の
保
全

○
水
産
物
の
流
通
、
消
費
、
加
工

　

対
策
や
安
定
供
給
の
推
進

○
新
規
就
業
者
や
優
良
な
担
い
手

　

の
確
保
・
育
成

○
漁
村
環
境
の
整
備
と
漁
業
伝
統

　

文
化
の
継
承

(3)
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
者
の
支
援
を
効
果
的
に

実
施
し
、
商
店
街
と
地
域
商
業
の

再
生
、
活
性
化
を
促
し
ま
す
。

　

既
存
立
地
企
業
の
体
質
強
化
や

協
業
化
な
ど
の
支
援
の
充
実
に
努

め
、
企
業
誘
致
や
物
流
拠
点
づ
く

り
を
図
り
ま
す
。

○
商
業
の
振
興

○
商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
育
成

　

強
化

○
既
存
企
業
の
支
援
の
強
化

○
企
業
誘
致
の
推
進

○
新
産
業
創
造
へ
の
支
援
の
充
実

(4)
観
光
の
振
興

　

観
光
コ
ン
セ
プ
ト
・
整
備
方
針

の
確
立
な
ど
を
検
討
し
、
観
光
交

流
基
盤
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
産

業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

○
観
光
振
興
方
針
の
確
立
と
観
光

　

Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化

○
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
観
光
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の

　

道
の
駅
の
活
用
と
地
域
特
産
品

　

の
開
発
促
進

○
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
の
強
化

(5)
雇
用
対
策
と
勤
労
者
福
祉
の
充
実

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
活
動

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
へ
の
支
援
の
充
実
、

雇
用
の
場
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
若
年
層
の
雇
用
対
策
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

○
雇
用
対
策
の
推
進

○
勤
労
者
福
祉
の
充
実

計
画
推
進
の
た
め
に

１
行
政
改
革
の
推
進

○
職
員
数
の
適
正
化

○
行
政
改
革
大
網
に
基
づ
く
集
中

　

改
革
プ
ラ
ン
の
実
行

○
人
材
の
育
成

○
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

　

手
続
き
の
透
明
化
の
推
進

○
新
庁
舎
の
建
設

○
総
合
振
興
計
画
の
進
行
管
理
の

　

実
施

２
財
政
運
営
の
効
率
化

○
合
理
的
な
財
政
運
営
の
推
進

○
自
主
財
源
の
確
保

○
事
業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底

○
基
礎
的
財
政
収
支
の
均
衡

○
財
政
構
造
の
弾
力
性
の
確
保

○
国
・
県
へ
の
安
定
的
な
財
政
運

　

営
に
対
す
る
要
請

３
広
域
行
政
の
推
進

○
他
市
と
の
広
域
連
携
の
推
進

○
県
域
を
超
え
た
広
域
的
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
の
形
成

〜

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

〜

健
康
増
進
課
医
療
係　

☎
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―

3
9
2
7

ＥＭボカシによる生ごみの堆肥化
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今
、
気
を
付
け
た
い
人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

１

児
童
虐
待

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

　

人
は
だ
れ
し
も
生
ま
れ
な
が

ら
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て

い
く
た
め
の
、
だ
れ
か
ら
も
侵

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
権
利
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ま
さ
し

く
人
権
で
、
こ
の
人
権
は
お
互

い
に
尊
重
し
あ
わ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
の
日
本
社
会

は
、
人
権
侵
害
の
た
め
に
幸
せ

な
生
活
を
阻
ま
れ
る
と
い
う
問

題
が
数
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
少
子
化
が
進
行
し
て

い
る
中
で
も
、
と
り
わ
け
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
子

ど
も
の
虐
待
問
題
を
取
り
上
げ

ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
本
来
子
ど
も

を
守
る
べ
き
親
や
親
に
代
わ
る

保
護
者
が
子
ど
も
の
体
や
心
を

傷
つ
け
る
こ
と
を
い
い
、
次
の

よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
け
る
、

　

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
お
ぼ

　

れ
さ
せ
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待
＝
言
葉
で
の
脅

　

し
、
無
視
、
兄
弟
姉
妹
間
の

　

差
別
な
ど

・
性
的
虐
待
＝
性
的
行
為
の
強

　

要
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

　

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
＝
家
に
閉
じ
込

　

め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

　

不
潔
な
ま
ま
放
置
す
る
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
子
ど

も
へ
の
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
親
の
立
場
よ
り
も
子
ど

も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

「
不
自
然
な
傷
が
多
い
、
表
情

が
乏
し
い
、
衣
服
が
い
つ
も
汚

れ
て
い
る
」
な
ど
の
子
ど
も
の

様
子
や
「
子
ど
も
を
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
た
た
い
て
い
る
、
子
ど
も

へ
の
態
度
や
言
葉
が
否
定
的
」

な
ど
と
い
う
親
の
様
子
が
見
ら

れ
た
ら
、
虐
待
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
す
ぐ
に
、
福
祉
事
務

所
や
市
の
相
談
窓
口
、
地
域
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
に

連
絡
・
相
談
（
通
告
）
し
て
、

子
ど
も
の
人
権
が
守
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

おめでとう
ございます

平成１９年度
人権作品優秀賞

三豊中３年（平成19年度）

牧野　　葵さん

一ノ谷小３年

佐治　真弓さん
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広がりま
す

広がりま
す

　下水道は、大雨時の浸水を防いだり、河川や海などの

水質汚濁を防いだりするなど日常生活に欠かせない施設

です。平成２０年度から、新たに南町、昭和町、柞田町、

坂本町、茂木町の一部が処理区域になります。

　公共下水道の処理区域になった地域は、３年以内にく

み取り式トイレから水洗トイレに改造することが義務付

けられています。（下水道法）

　快適な環境と生活づくりに協力してください。

下水道の処理区域下水道の処理区域
下水道課　☎２５―６８９０

４月１日から変わります 市役所の体制

＊電話番号が変更になっている部署もありますので、注意してください。

＊大野原・豊浜支所の窓口業務は変わりません。

変　更　前

福祉部門

社会福祉課 社会福祉課

高齢介護課

市民係

建設経済係

福祉保健係

市民係

建設経済係

福祉保健係

大野原支所

豊浜支所

変　更　後



伊瀬ほのかちゃん

ひろ　　と

こう　　き

父 英晃さん　母 律子さん

（池之尻町）

お誕生日おめでとう！
ほがらか、のびのび、
かわいい女の子に育っ
てくださいね♡

１歳おめでとう！いつ
も笑顔で元気いっぱい
に育ってね！

藤 繁 宙 永ちゃん

森 宗 晃 生ちゃん

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 央憲さん　母 千宏さん

（柞田町）

父 正行さん　母 恭子さん

（昭和町一丁目）

これからもっとわんぱ
くになってね。一緒に
いっぱい遊ぼうね。

そう　　た

満１歳おめでとう！こ
れからもいつもニコニ
コで元気に育ってね♡

高 橋 湊 大ちゃん

両親からの
メッセージ

父 祐司さん　母 クミ子さん

（大野原町大野原）

こんにちは
平成１９年４月生まれ

こんにちはこんにちは

　満1歳の誕生月のお子さんを掲載して

います。応募締め切りは誕生月の前々月

の末日まで（例：６月号だと4月３０日）

で、応募多数の場合は先着順になります。

募集しています！！

い
つ
ま
で
も
現
役

材
木
八
郎
さ
ん
（
観
音
寺
町
）

　

炊
事
や
洗
濯
か
ら
裁
縫
ま
で

身
の
周
り
の
こ
ま
ご
ま
し
た
こ

と
は
全
部
こ
な
し
て
し
ま
う
材

木
さ
ん
は
、
大
正
５
年
生
ま
れ

の
９１
歳
。
若
い
と
き
か
ら
工
作

好
き
で
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
。
周

り
の
人
が
驚
く
よ
う
な
発
想
と

工
夫
で
自
分
の
生
活
空
間
を
よ

り
快
適
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

物
干
し
を
改
良
し
た
り
机
を
分

解
し
、
自
分
が
使
い
や
す
い
よ

う
に
作
り
直
し
た
り
す
る
の
が

趣
味
で
す
。
ま
た
、
動
く
こ
と

・
働
く
こ
と
が
好
き
で
、
自
転

車
に
乗
っ
て
買
い
物
に
行
っ
た

り
家
の
前
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
掃
除
を
し

た
り
、
じ
っ
と
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
せ
い
か
、
体
も
柔

ら
か
く
朝
の
ス
ト
レ
ッ

チ
で
足
を
そ
ろ
え
て
前

屈
す
る
と
、
両
手
の
ひ

ら
が
ぴ
っ
た
り
と
床
に

つ
い
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　

「
動
く
と
飯
が
う
ま

い
！！
」
と
毎
日
２
食
は

さ
し
み
を
食
べ
、
昼
の
缶
ビ
ー

ル
１
本
は
欠
か
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
元
気
、
元
気
で
常

に
体
が
Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
材
木
さ
ん
は

こ
た
つ
に
入
ら
ず
、
ど
ん
な
に

寒
く
て
も
電
気
ス
ト
ー
ブ
が
一

つ
あ
れ
ば
快
適
に
過
ご
せ
る
そ

う
で
す
。
魚
好
き
の
「
観
音
寺

の
エ
ジ
ソ
ン
」
は
、
今
日
も
発

明
に
没
頭
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
書
課

☎
２３
│

３
９
１
５

　第６３回国民体育大会冬季大会スキー競技に出

場する牧美里さん（観音寺中央高等学校１年）

と第１回春季全日本小学生男子ソフトボール大

会に出場する観南ソフトボールスポーツ少年団

が白川市長に出場報告をしました。冬季国体ス

キー競技は長野県で２月１９日から２２日まで、ソ

フトボール大会は３月２８日から３０日まで熊本県

で開催されました。

1415

乗降の様子

　１００歳を迎えた荻田リクノさん（大野原町内野

々）を白川市長が訪問しました。つい最近体調

を崩したそうですが、市長の「おめでとうござ

います」の声に「ありがとうございます」とは

っきりと答えました。この日は荻田さんの誕生

会も開かれ、みんなで長寿を祝っていました。

初めての全国大会出場

伝統の植樹祭
役立ててください

　観音寺ライオンズクラブからクラブ発足５０周

年を記念して、市へＡＥＤ（自動対外式除細動

器）５台と社会福祉協議会へ車いす３０台が贈

られました。高田美孝会長らは、市長へＡＥＤ

を手渡しながら「活用することがあってはなら

ないものだが、もしもの時には有効に活用して

ほしい。これからも地域社会の希望に沿えるよ

うな有益な奉仕をしていきたい」と話していま

した。これらのＡＥＤは、本庁や支所、災害時

の避難所などに設置しました。

▲しっかりと手渡されました ▲成長を楽しみにしています

元気で長生きして
ください

　豊浜小学校の６年生８２人が、卒業記念に桜

の木「ソメイヨシノ」を一の宮公園（遊歩道）

に植えました。児童らは、代わる代わる大きな

スコップを持ち、眼を輝かせながら丁寧に土を

かけていました。植樹後、生徒代表の高橋和也

さんが「桜の成長とともに、僕たちも正しい道

を進むことを誓います」と卒業の決意を述べま

した。児童らは、遊歩道が「桜並木」になる日

を心待ちにしているそうです。

　　　　　　　　　　まちかど特派員合田博子

初めての全国
大会、完走を
目指します。

▲１００歳おめでとうございます

▲

▲チームワークよく悔いのない試合をしてきます



　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
（
注
）
一
人
ひ
と
り
が
、

保
険
料
を
納
め
ま
す
。

（
注
）
７５
歳
以
上
の
人
と
香
川
県
後
期

　

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
障
害
認

　

定
を
受
け
た
６５
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人

保
険
料
の
年
額

　

被
保
険
者
の
所
得
で
決
ま
る

『
所
得
割
』
と
一
人
当
た
り
定
額

負
担
の
『
均
等
割
』
の
合
計
で
す
。

　

所
得
割
＝
（
総
所
得
金
額
―

　
　

基
礎
控
除
３３
万
円
）
×

　
　

所
得
割
率
８
・
９
８
％

　

均
等
割
＝
４
７
、
７
０
０
円

＊
保
険
料
上
限
額
は
５０
万
円

保
険
料
の
納
め
方

　

『
特
別
徴
収
』
と
『
普
通
徴

収
』
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

老
齢
・
退
職
年
金
や
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
な
ど
の
支
給
額
で
、

特
別
徴
収
か
普
通
徴
収
に
分
か

れ
ま
す
。

特
別
徴
収

①
年
金
額
が
年
額
１８
万
円
以
上

　

の
人

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額

　

が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

　

超
え
な
い
人

　

保
険
料
の
年
額
を
６
回
（
仮

　

徴
収
３
回
・
本
徴
収
３
回
）

　

に
分
け
て
、
年
金
か
ら
差
し

　

引
き
ま
す
。

仮
徴
収

○
４
・
６
・
８
月
は
仮
の
保
険

　

料
で
徴
収
。

○
通
常
は
前
年
度
の
２
月
の
天

　

引
き
額
と
同
額
を
仮
徴
収
。

○
新
規
で
仮
徴
収
す
る
場
合
は
、

　

お
お
よ
そ
前
年
度
の
保
険
料

　

額
（
１２
カ
月
分
）
を
６
で
割

　

っ
た
額
を
仮
徴
収
。

本
徴
収

○
１０
・
１２
・
２
月
は
、
７
月
１

　

日
に
確
定
し
た
年
間
保
険
料

　

額
か
ら
、
仮
徴
収
分
を
差
し

　

引
い
た
額
を
、
特
別
徴
収
の

　

４
期
か
ら
６
期
ま
で
の
３
回

　

に
分
け
て
徴
収
。

○
年
度
途
中
で
保
険
料
額
が
減

　

少
す
る
な
ど
で
特
別
徴
収
出

　

来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
特
別
徴
収
の
対

象
者
に
は
、
４
月
上
旬
か
ら
中

旬
ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
長
名
の
「
後
期
高
齢

者
医
療
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」

と
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
市

か
ら
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
保
険
者
か
ら
「
年

金
振
込
通
知
書
（
天
引
き
さ
れ

る
保
険
料
額
記
載
）
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

普
通
徴
収
（
特
別
徴
収
以
外
）

　

７
月
上
旬
に
「
保
険
料
額
決

定
通
知
書
・
保
険
料
納
入
通
知

書
」
を
市
か
ら
送
付
し
ま
す
の

で
、
指
定
の
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
年
額

を
８
回
（
１
〜
８
期
）
に
分
け

て
納
め
ま
す
。

＊
口
座
振
替
希
望
者
は
、
市
内
取
扱

　

金
融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
金
融

　

機
関
や
市
納
税
課
、
各
支
所
に
あ

　

り
ま
す
。

納
付
期
限

　

１
期
＝
７
月
末
日
／
２
期
＝
８
月

　

末
日
／
３
期
＝
９
月
末
日
／
４
期

　

＝
１０
月
末
日
／
５
期
＝
１１
月
末
日

　

／
６
期
＝
１２
月
２５
日
／
７
期
＝
１

　

月
末
日
／
８
期
＝
２
月
末
日

被
用
者
保
険
旧
被
保
険
者
本
人
は

　

３
月
３１
日
現
在
で
、
被
用
者

保
険
の
旧
被
保
険
者
本
人
の
人

は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６

カ
月
間
、
特
別
徴
収
で
の
保
険

料
の
徴
収
は
し
ま
せ
ん
。

＊
直
近
ま
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保

　

険
者
だ
っ
た
人
な
ど
は
、
特
別
徴

　

収
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
６
カ
月
間
、
被
用
者
保
険

の
旧
被
扶
養
者
の
保
険
料
凍
結

措
置
を
行
う
の
で
、
旧
被
保
険

者
本
人
と
旧
被
扶
養
者
の
区
別

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
旧
被
保
険
者
本
人
と
確
認
で

き
た
人
は
、
次
の
と
お
り
保
険

料
を
徴
収
し
ま
す
。

特
別
徴
収
が
可
能
な
人

　

７
月
か
ら
、
普
通
徴
収
と
特

別
徴
収
の
併
用
徴
収
を
行
う
予

定
。（
上
記
「
保
険
料
の
納
め
方
」

の
「
特
別
徴
収
」
を
参
照
）

　

１
〜
３
期
＝
普
通
徴
収

　

４
〜
８
期
＝
特
別
徴
収

普
通
徴
収
の
人

　

７
月
か
ら
、
普
通
徴
収
を
し

ま
す
。（
上
記
「
保
険
料
の
納
め
方
」

の
「
普
通
徴
収
」
を
参
照
）

被
用
者
保
険
被
扶
養
者
は

　

特
別
徴
収
の
対
象
者
は
、
１０

月
か
ら
年
金
か
ら
の
天
引
き
が

始
ま
り
ま
す
。
普
通
徴
収
の
対

象
者
も
、
１０
月
か
ら
の
納
付
に

な
り
ま
す
。

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合
事
務
局

　

☎
０
８
７
―

８
１
１
―

１
８
６
６

　

健
康
増
進
課

☎
２３
―

３
９
２
７

　

税
務
課　
　

☎
２３
―

３
９
２
２

　

納
税
課　
　

☎
２３
―

３
９
９
２

　

観
音
寺
市
の
り
あ
い
バ
ス
に

掲
示
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

広
告
を
つ
け
た
の
り
あ
い
バ

ス
が
「
広
告
媒
体
」
と
し
て
市

内
を
運
行
し
ま
す
。

　
　

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

Ｅ
メ
ー
ル

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

曜日 期間 講　座　名 時　　間 講　　師 受講場所 定員 テキスト代・教材費など

1617

受付期間 ４月９日（水）～１１日（金）　午前９時～午後７時

（最終締め切り：４月２５日（金）午後５時まで）

＊詳しいパンフレットは、観音寺市中央公民館、大野原・豊浜各地区公民館、市役所ロビーにあります。

（市外の人も申し込み状況により受け付けます）

受付場所 観音寺市中央公民館（市民会館横）　☎２３－３９４４

受 講 料 １講座　２,５００円

注意事項 ・電話での申し込みはできません。�

・定員になり次第締め切ります。�

・受付期間終了後も定員に達しない講座は、引き続き受け付けますが、受付時間は火曜日

　から金曜日までの午前９時から午後５時までです。�

・受講申し込み者が、１０人未満の講座は開設を中止します。�

・全講座とも、初心者を優先します。

・申し込み後は、受講料を返却しません。

・市民講座以外にも、俳句・短歌・絵手紙・手描友禅などが自主グループで活動しています。

対　　象 市内在住、または勤務している人�

やさしいマナー

皮 革 工 芸

油 　 絵

ジ ャ ズ ダ ン ス

トールペインティング

押 し 花

か な 書 道

ダ ン ベ ル 体 操

篆刻（てんこく）

アートフラワー

着 物 着 付

初心者書道教室

いきいきコーラス教室

ち ぎ り 絵

マ ジ ッ ク 教 室

クラシック音楽

ピ ア ノ 教 室

民 　 謡

陶 芸 教 室

中国伝統呉式太極拳

婦人

中央

共同

共同

婦人

婦人

中央

共同

婦人

中央

婦人

婦人

共同

婦人

中央

婦人

共同

婦人

中央

共同

第 １ 講 習 室

実 験 実 習 室

展 示 ホ ー ル

軽 運 動 室

第 １ 講 習 室

第 １ 講 習 室

第 １ 講 義 室

軽 運 動 室

第 １ 講 習 室

第 1講 義 室

第２・３講習室

第 １ 講 習 室

軽 運 動 室

第 １ 講 習 室

第 １ 講 義 室

第 １ 講 習 室

軽 運 動 室

第 １ 講 習 室

実 験 実 習 室

軽 運 動 室

紫   和   順   子

石　 井　 紀　 子

福 田 　 透

生　 駒　 幸　 子

高　橋　かをり

佐   川　 智　 子

嶋　 崎　 秀　 岳

吉　田　由美子

黒   田   九   華

矢　 野　 孝　 江

小笠原　敏　代

石   川 　義   象

宝　 田　 章　 江

鰆   目   慶   子

三   野         優

山   本 　悠　 祐

阿　 部　 桑　 佑

石   川   久   夫

近   井 　昭　 博

火

水

木

金

土

（山　口　　勗）

桧　 山 　浩　 介

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

実費

実費

実費

婦人：働く婦人の家　共同：共同福祉施設　中央：中央公民館

市 民 講 座
平成２０年度

４
月
か
ら
始
ま
る

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度

広
告
を
掲
示
し
ま
せ
ん
か
？

　
観
音
寺
市
の
り
あ
い
バ
ス

sh
im
in
@
city
.k
a
n
o
n
ji.lg
.jp
/

広告の位置、規格と掲示料

位　　　置

車内広告

前　面

後　面

左側面

右側面
車外広告

車内壁（ポスター）

規　格（mm） 掲示料（月額／円）
問

問

申
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

対

受申

申

問

時

時

所

所

内

６５
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の

納
付
額
を
平
準
化
し
ま
す

市
税
な
ど
の

　
口
座
振
替
済
通
知
書
の
廃
止

市
営
住
宅

　

空
き
家
入
居
者
募
集

合
併
地
域
振
興
事
業
の
募
集

無
料
に
な
り
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）の
交
付
手
数
料

特
別
障
害
者
手
当

　
　

障
害
児
福
祉
手
当

防災マップを作成

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　

シ
ス
テ
ム
補
助
金

受申

対
時所

例）保険料年額　第４段階 ３９,０００円（基準額）の場合

保険料平準化の仕組み

平準化を実施しない場合

平準化を実施した場合

４ ６ ８ １０ １２ ２

急落

変動が小さくなります 均一な保険料

急騰

４
平成２１年度

６ ８ １０ １２ ２ 月

４ ６ ８ １０ １２ ２ ４ ６ ８ １０ １２ ２ 月

（年額３９,０００円） （年額３９,０００円）

（年額３９,０００円） （年額３９,０００円）

平成２１年度

平成２０年度

平成２０年度

円

円

k
ik
a
k
u
c
h
o
s
e
i@
c
ity
.k
a
n
o
n
ji.

lg
.jp

時

対

数対額対額申

問

時受申

問

受所

保
険
料

保
険
料

E
メ
ー
ル

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

Ｆ

企画課危機管理係
　　　 ☎２３―３９１７

　突然の災害に備えるために、地域や
家族での話し合いに活用してください。

F

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
２
２

　

介
護
保
険
料
額
は
、
市
の
基

準
額
（
年
額
３
９
、
０
０
０
円
）

と
前
年
の
所
得
、
今
年
度
の
住

民
税
の
課
税
状
況
を
も
と
に
算

定
し
ま
す
の
で
、
毎
年
７
月
に

確
定
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
年

金
か
ら
天
引
き
し
て
い
る
徴
収

額
が
、
仮
徴
収
（
４
・
６
・
８

月
）
と
本
徴
収
（
１０
・
１２
・
２

月
）
に
区
別
さ
れ
、
徴
収
額
が

大
き
く
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
こ
の
変
動
を

解
消
す
る
た
め
に
、
６
・
８
月

の
仮
徴
収
保
険
料
額
を
調
整
し

て
１０
月
の
本
徴
収
以
降
、
１
回

に
納
め
る
保
険
料
が
ほ
ぼ
同
額

に
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す
。

　

４
月
分
の
介
護
保
険
料
は
、

平
成
２０
年
２
月
の
年
金
天
引
き

分
と
同
額
を
仮
徴
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
準
化
で
仮
徴
収
額

が
変
更
に
な
る
人
は
、
５
月
上

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成

20
年
度
納
入
通
知
書
（
介
護
保

険
料
額
決
定
通
知
書
）
兼
特
別

徴
収
通
知
書
は
、
７
月
上
旬
に

被
保
険
者
に
送
付
し
ま
す
。 

＊
所
得
や
世
帯
構
成
の
変
動
が
あ
り
、

　

介
護
保
険
料
の
年
額
が
前
年
度
と

　

違
う
人
は
、
均
一
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

納
税
課
収
納
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
９
２

　

口
座
振
替
で
市
税
な
ど
を
納

付
し
た
と
き
の
口
座
振
替
済
通

知
書
（
は
が
き
）
を
、
平
成
２０

年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

廃
止
対
象
税
目

　

市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
軽
自
動
車
税
の
一
部
（
車

検
の
な
い
軽
自
動
車
）

廃
止
理
由

　

発
送
に
か
か
る
経
費
（
主
に

郵
便
料
金
）
の
節
減
と
省
資
源

化
推
進

納
付
の
確
認
方
法

　

預
貯
金
通
帳
の
記
帳
で
、
振

替
結
果
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

残
高
不
足
な
ど
の
理
由
で
振
替

で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
納
期

限
後
１０
日
前
後
に
口
座
振
替
不

能
通
知
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

そ
の
通
知
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
の
一
部

（
車
検
の
あ
る
軽
自
動
車
）
の

納
税
証
明
書
や
所
得
税
な
ど
の

申
告
に
必
要
な
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
年
間
納
付
済
額
の
添

付
書
類
は
、
引
き
続
き
発
行
し

ま
す
。

　

監
理
課
住
宅
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
５
５

　

３
月
３１
日
（
月
）
〜
４
月
１１
日

　

（
金
）
／
午
前
８
時
３０
分
〜
午

　

後
５
時
１５
分

＊
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

　
　

監
理
課
住
宅
係
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
２５
日
（
金
）
／
午
前
１０
時

　

か
ら
公
開
抽
選

　

市
民
会
館
第
３
会
議
室

　

商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
３

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
人
に
、
予
算
内

で
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額

　

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
５
万
円
（
上
限
２
キ
ロ
ワ
ッ

ト
１０
万
円
ま
で
）

補
助
対
象

　

自
ら
居
住
し
、
ま
た
は
居
住

し
よ
う
と
す
る
市
内
の
住
宅
に

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
民
が

自
主
的
に
地
域
づ
く
り
を
振
興

す
る
活
動
や
調
査
研
究
事
業
を

募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
の

あ
っ
た
事
業
を
審
査
検
討
す
る

検
討
委
員
も
合
わ
せ
て
募
集
し

ま
す
。

事
業
の
募
集

対
象
事
業

①
市
民
の
融
和
を
円
滑
に
推
進

　

す
る
事
業

②
環
境
保
全
・
景
観
づ
く
り
の

　

振
興
に
関
す
る
事
業

③
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

④
地
域
経
済
の
振
興
に
関
す
る

　

事
業

⑤
地
域
文
化
・
教
育
の
振
興
に

　

関
す
る
事
業

⑥
そ
の
ほ
か
、
地
域
振
興
に
資

　

す
る
事
業

応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
満
た
す
非
営
利

団
体
で
、
政
治
活
動
や
宗
教
活

動
を
目
的
に
す
る
団
体
は
除
き

ま
す
。

①
市
内
に
事
務
所
、
ま
た
は
活

　

動
の
拠
点
が
あ
り
、
構
成
員

　

の
３
分
の
２
以
上
が
市
内
在

　

住
者
。

②
構
成
員
が
１０
人
以
上
。

③
市
民
に
開
か
れ
て
い
る
。

④
代
表
者
、
運
営
方
法
を
定
款

　

や
規
約
、
ま
た
は
会
則
で
定

　

め
て
い
る
。

⑤
独
立
し
た
組
織
。

＊
平
成
１８
年
度
合
併
記
念
事
業
費
補

　

助
金
や
平
成
１９
年
度
合
併
地
域
振

　

興
事
業
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け

　

た
団
体
も
再
度
応
募
で
き
ま
す
。

採
択
事
業
の
取
り
扱
い

○
実
施
経
費
に
対
し
、
補
助
金

　

を
交
付
。

検
討
委
員
の
募
集

応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
無
償

で
会
議
に
出
席
で
き
る
人

＊
本
市
の
市
議
会
議
員
や
職
員
は
除

　

き
ま
す
。

応
募
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
〜
３０
日
（
水
）

＊
当
日
消
印
有
効
。

発
表

　

採
択
事
業
と
検
討
委
員
は
い

ず
れ
も
選
考
の
上
、
直
接
代
表

者
か
本
人
へ
通
知
。

応
募
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
合
併
地
域

振
興
事
業
募
集
コ
ー
ナ
ー
か
ら

応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
総
合
案
内
所
・
各
支
所

に
設
置
の
応
募
用
紙
を
使
用
し
、

企
画
課
に
提
出
。

＊
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　

は
企
画
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
６
８
―
８
６
０
１

（
住
所
の
記
載
不
要
）

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
７

　
　
　
　
　

　

２３
―

３
９
２
０

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交

付
手
数
料
が
、
期
間
限
定
で
無

料
に
な
り
ま
す
。（
４
月
１
日
〜

平
成
２３
年
３
月
３１
日
）
顔
写
真

付
き
の
官
公
署
発
行
の
身
分
証

明
書
な
ど
が
あ
れ
ば
即
日
交
付

で
き
ま
す
。

　

窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
待
た
せ
し
な
い
た

め
に
、
即
日
交
付
の
で
き
る
人

は
事
前
の
電
話
予
約
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

　

年
始
を
除
く
）
／
午
前
８
時

　

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

　

本
庁
市
民
課
の
み

＊
電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証
）

　

の
交
付
手
数
料
は
、
今
ま
で
ど
お

　

り
５
０
０
円
で
す
。

　

市
政
へ
の
意
見
や
要
望
を
聴

く
た
め
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

市
内
の
２０
歳
以
上
の
人
で
、

　

地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

　

や
常
勤
の
公
務
員
な
ど
で
な

　

い
人

　

２０
人
以
内

　

任
期
／
平
成
２０
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
２２
年
３
月

　

４
月
15
日
（
火
）
ま
で

　
　

秘
書
課

☎
２３
―

３
９
１
５

　
　
 
　
　

　

２３
―

３
９
２
０

特
別
障
害
者
手
当

　

満
２０
歳
以
上
の
在
宅
重
度
の

　

重
複
障
害
者
で
、
日
常
生
活

　

に
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要

　

と
す
る
人

　

２
６
、
４
４
０
円
／
月

障
害
児
福
祉
手
当

　

満
２０
歳
未
満
の
重
度
の
障
害

　

児
で
、
日
常
生
活
に
常
時
介

　

護
が
必
要
な
人

　

１
４
、
３
８
０
円
／
月

　
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉

　

係　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
３



　

優
良
認
定
農
業
者
と
し
て
合

田
守
夫
さ
ん
（
豊
浜
町
和
田
）

が
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

汚
れ
た
も
の
は
、
水
で
軽
く
洗

っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　

ラ
ッ
プ
／
お
菓
子
の
袋
／
冷

　

凍
食
品
の
袋
／
フ
ィ
ル
ム
状

　

の
袋
／
生
鮮
食
品
の
ト
レ
イ

　

／
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
マ
ー
ク

　

を
付
し
た
も
の

観
音
寺
地
域

　

透
明
袋
に
入
れ
て
不
燃
ご
み

　

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
野
原
地
域
・
豊
浜
地
域

　

従
来
ど
お
り
で
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報

紙
に
掲
載
の
有
料
広
告
を
募
集

し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

位
置
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
右
部

大
き
さ
縦
５０
ピ
ク
セ
ル

　
　
　

横
１
３
５
ピ
ク
セ
ル

枠
数
８
枠

容
量
６
Ｋ
Ｂ
以
下

形
式
Ｇ
Ｉ
Ｆ
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

　

ン
不
可
）
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は

　

Ｐ
Ｎ
Ｇ

掲
載
期
間

　

１
カ
月
単
位
（
原
則
１
日
か

　

ら
月
末
ま
で
）

掲
載
料

　

１
枠
２
万
円
／
月
・
前
納

広
報
紙

位
置
「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら

　

せ
」
ペ
ー
ジ
の
下
段

大
き
さ

　

縦
１０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

横
８
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

掲
載
料

　

１
枠
３
万
円
（
２
枠
を
１
枠

　

に
す
る
も
可
）

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙

　

と
も
秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
５

　

下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
８
９
０

　

自
治
会
な
ど
の
清
掃
作
業

（
井
手
さ
ら
え
）
で
出
た
土
砂

を
処
分
し
ま
す
。

　

搬
入
で
き
る
物
は
、
井
手
さ

ら
え
か
ら
生
じ
た
土
砂
類
だ
け

で
す
。
産
業
廃
棄
物
に
な
る
よ

う
な
ビ
ニ
ー
ル
や
瓦
、
陶
器
類
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属
（
空
き

缶
類
を
含
む
）
、
び
ん
類
、
木
材

類
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

搬
入
・
処
分
方
法

・
旧
観
音
寺
市
＝
下
水
浄
化
セ

　

ン
タ
ー
へ
搬
入

・
大
野
原
町
・
豊
浜
町
＝
従
来

　

ど
お
り

＊
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
井
手
さ
ら

　

え
の
土
砂
を
搬
入
す
る
団
体
（
自

　

治
会
な
ど
）
は
、
事
前
に
下
水
道

　

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
は
、

国
際
意
識
を
持
っ
た
「
ひ
と
づ

く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
幅
広
い
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
以
外
の

諸
外
国
と
も
、
異
文
化
や
異
習

慣
を
互
い
に
理
解
し
な
が
ら
交

流
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
へ
の
青
少

年
ら
の
派
遣
や
受
け
入
れ
を
は

じ
め
、
各
国
の
地
域
に
根
ざ
し

た
話
が
聞
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
セ

ミ
ナ
ー
や
お
国
自
慢
の
料
理
大

会
な
ど
も
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
外
国
語
が
話
せ
な
く
て
も
大

丈
夫
。
入
会
資
格
は
、
あ
な
た

の
や
る
気
と
好
奇
心
で
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
秘
書
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
５

　

平
成
２０
年
度
集
団
検
診
で
、

が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
だ
人
に
、

事
前
に
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
を
し
て
い
な
く
て
、

受
診
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

胃
が
ん
／
子
宮
が
ん
／
乳
が

　

ん
／
大
腸
が
ん

　

胃
が
ん
･
乳
が
ん
･
大
腸
が

　

ん
:
４０
歳
以
上

　

子
宮
が
ん
:
２０
歳
以
上

　

胃
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時
〜

　
　

午
前
１０
時

　

乳
が
ん
検
診
＝
午
前
９
時
〜

　
　

午
前
１０
時

　

子
宮
が
ん
検
診
＝
午
後
１
時

　
　

３０
分
〜
午
後
２
時
３０
分

　

大
腸
が
ん
検
診
＝
午
前
９
時

　
　

〜
午
前
11
時

　
　

子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
は
２

　

年
に
１
度
の
検
診
で
す
の
で
、

　

平
成
１９
年
度
に
受
診
し
た
人

　

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
観

　

音
寺
地
区
の
大
腸
が
ん
検
診

　

は
１０
月
に
実
施
予
定
で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
６
４

　

現
在
、
肺
炎
は
死
亡
原
因
の

第
４
位
、
特
に
高
齢
者
の
肺
炎

の
約
半
数
は
肺
炎
球
菌
が
原
因

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
に

は
予
防
接
種
が
有
効
で
す
が
、

任
意
接
種
の
た
め
費
用
は
全
額

自
己
負
担
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
４
月
１
日
か
ら
高

齢
者
の
肺
炎
予
防
と
負
担
軽
減

の
た
め
、
公
費
助
成
を
始
め
ま

す
。

　

①
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

　

②
７５
歳
以
上
の
人
③
今
ま
で

　

に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

　

け
た
こ
と
が
な
い
人

　

４
、
５
０
０
円
／
人

　

希
望
者
は
、
接
種
前
に
印
鑑

を
持
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
６
４

腎
臓
病
教
室

　

４
月
１７
日
（
木
）
／
午
後
３
時

　

３０
分
〜

　

腎
臓
の
働
き
に
つ
い
て
／
腎

　

臓
病
に
使
わ
れ
る
お
薬
に
つ

　

い
て

糖
尿
病
教
室

　

４
月
１０
日
（
木
）
／
午
後
６
時
〜

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
正
し
く
知

　

っ
て
い
ま
す
か
？
／
糖
尿
病

　

食
で
健
康
維
持
！
〜
家
族
も

　

一
緒
に
健
康
に
〜

＊
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
。

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
５２
│

３
３
６
６

　

４
月
１３
日
（
日
）
／
午
前
７
時

　

３０
分
か
ら
受
付

　

財
田
川
河
川
敷

　

１
チ
ー
ム
２
人
（
監
督
含
む
）

　

５
０
０
円
／
人
（
保
険
料
込
み

）

　

４
月
３
日
（
木
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
１

　

４
月
２９
日
（
祝
）
／
午
前
８
時

　

受
付

　

市
役
所
〜
琴
平
町

　

タ
オ
ル
／
弁
当
／
水
筒
／
雨

　

具
な
ど

　

２
０
０
円
／
人
（
保
険
料
込
み

）

　

４
月
１７
日
（
木
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
１

　

５
月
１８
日
（
日
）
／
午
前
８
時

　

２０
分
か
ら
受
付

　

萩
の
丘
公
園
多
目
的
広
場

　

個
人
戦

　

小
学
生
以
上

　

２
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む

）

　

５
月
８
日
（
木
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
１

　

５
月
２５
日
（
日
）
／
午
前
６
時

　

３０
分
出
発
（
雨
天
決
行
）

　

市
総
合
運
動
公
園
自
由
広
場

　

受
付

　

奈
良
県
御
所
市
か
つ
ら
ぎ
の

　

道
コ
ー
ス
（
行
程
約
８
キ
ロ

　

メ
ー
ト
ル
中
３
分
の
２
が
坂

　

道
）

　

市
内
在
住
の
人

　

１
３
０
人
（
先
着
順
）

　

タ
オ
ル
／
弁
当
／
水
筒
／
雨

　

具
な
ど

　

大
人
５
、
５
０
０
円
／
人

　

小
学
生
５
、
０
０
０
円
／
人

＊
弁
当
希
望
者
は
、
別
途
６
０
０
円

（
お
茶
付
き
）
申
込
時
徴
収
。

　

４
月
１５
日
（
火
）
か
ら
定
員
に

　

な
り
次
第
締
め
切
り

　
　

代
理
申
し
込
み
は
、
代
理

　

人
１
人
に
つ
き
５
人
（
代
理

　

人
含
む
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
１

　

英
語
初
級
／
火
曜
日

　

英
語
中
級
／
水
曜
日

　

中
国
語
初
級
／
月
曜
日

　

中
国
語
中
級
／
木
曜
日

　

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
研
修
会
議
室

　

各
３０
人

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

　

各
コ
ー
ス
１
０
、
０
０
０
円

　

４
月
７
日
（
月
）
〜
１１
日
（
金
）

　
　

語
学
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２５
―

０
０
７
９

　

三
観
広
域
行
政
組
合
企
画
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

３
２
０
４

　

４
月
１４
日
（
月
）
／
午
後
１
時

　

３０
分
〜
午
後
４
時
５０
分

　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

香
川
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
８
７
―

８
１
１
―

８
９
１
７

　

夜
間
と
土
曜
日
を
利
用
し
、

農
業
の
基
礎
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

　

４
月
１８
日
（
金
）
必
着

　
　

県
農
業
経
営
課

　

☎
０
８
７
―

８
３
２
―

３
４
０
６

　

４
月
１３
･
２７
日
／
愛
和
保
育

　

園
（
☎
２７
―

７
４
４
０
）

　

４
月
６
･
２０
日
／
中
部
保
育

　

園
（
☎
２５
―

８
３
５
９
）

　

１
週
間
前
ま
で

　

３
歳
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

　

３
歳
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

く ら し の 生 き 生 き 情 報
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー 健
康

平
成
２０
年
度
が
ん
検
診

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
公
費
助
成

第
７
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

前
期（
５
〜
９
月
）

三
観
広
域
外
国
語
講
座
募
集

労
働
保
険
年
度
更
新
お
よ
び

　
算
定
基
礎
届
合
同
説
明
会

農
業
基
礎
講
座

　
「
か
が
わ
ア
グ
リ
塾
」

日
曜
保
育

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
３３
回
市
民
健
脚
大
会

２
０
０
８
こ
ん
ぴ
ら
健
脚
大
会

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

2021

種

問

申

時問 注
意

対
月　　　　日 検診の種別 検診場所

保健センター胃・乳・子宮

胃・乳・子宮・大腸

胃・乳・大腸

胃・乳・子宮

保健センター

豊浜福祉会館

大野原いきいき

　　　センター

豊田公民館

保健センター

柞田公民館

保健センター

高室公民館

保健センター

柞田公民館

胃

乳

胃

乳

胃

乳

胃

乳

胃・乳・子宮

胃・乳・子宮・大腸

胃・乳・大腸

胃：胃がん　乳：乳がん　子宮：子宮がん　大腸：大腸がん

ス
ポ
ー
ツ

情
報

対

受

所数料受時所問受申時受料

問

申

問

時 申

問

注
意

所内対料受対数持料 時所内 申

問

申時所内料受料受申

問

時時 所持 申

問 問

料申問時内

あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

〜
〜
〜
〜
〜
〜

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　

用
排
水
路
土
砂
処
分

平
成
２０
年
度
広
告
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問

申

日 行　　　事

時内



固定資産税・都市計画税

（1期・全期）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

納付期限　４月３０日（水）

4月の納税

一
般
幹
部
候
補
生
〈
一
般
・
技
術
〉

　

２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
（
２２
歳　

　

未
満
は
大
卒
見
込
み
）

　

４
月
１
日
（
火
）
〜
５
月
１２
日
（
月
）

一
次
試
験　

５
月
１７
日
（
土
）

２
等
陸
海
空
士

　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

　

随
時

予
備
自
衛
官
補

　

１８
歳
以
上
３４
歳
未
満

　

４
月
１４
日
（
月
）
ま
で

試
験　

４
月
１９
日（
土
）〜
２１
日（
月
）

　

の
う
ち
１
日

　

自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２５
│

６
１
２
２

　

４
月
１５
日
（
火
）
／
午
前
１０
時

　

〜
午
後
４
時

　

香
川
県
弁
護
士
会
館

　

高
松
市
丸
の
内
２
―

２２

　

面
談
に
よ
る
相
談
（
３０
分
程
度
）

　

無
料

　
　

４
月
１１
日
（
金
）
ま
で

予
約
電
話
番
号

　

☎
０
８
７
│

８
２
２
│

３
６
９
３

　
　

香
川
県
弁
護
士
会

　

☎
０
８
７
│

８
２
２
│

３
６
９
３

　

瀬
戸
大
橋
開
通
２０
周
年
記
念

事
業
橋
上
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、

全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
１３
日
（
日
）
／
午
前
８
時

　

〜
午
後
１
時
（
５
時
間
）

　

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
（
瀬
戸

　

大
橋
）
児
島
Ｉ
Ｃ
〜
坂
出
Ｉ
Ｃ

　

瀬
戸
大
橋
開
通
２０
周
年
記
念

　

事
業
香
川
県
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
７
│

８
３
２
│

３
１
３
０

　

４
月
１
日
（
火
）
〜
６
月
３０
日

　

（
月
）
／
午
前
８
時
３０
分
〜
午

　

後
５
時
１５
分

＊
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

　
　

中
国
四
国
農
政
局
香
川
農

　

政
事
務
所
地
域
第
２
課

　

〒
７
６
８
│

０
０
１
２

　

植
田
町
１
２
１
７
│

７

　
　
　
　
　
　

☎
２５
│

３
１
９
１

　

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
や

米
政
策
改
革
に
関
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
な
ど
を
受
け
付

け
る
相
談
窓
口
（
愛
称　

農
政

安
心
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
設
置
し
ま

す
。

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

８
１
８
０

　
　

０
８
７
│

８
３
３
│

７
２
９
１

▽
相
談
事
例
＝
突
然
家
に
電
話

　

が
あ
り
「
あ
な
た
の
場
合
、

　

債
務
を
１
本
化
す
る
た
め
３

　

０
０
万
円
融
資
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
１５
万
円
保

　

証
金
を
払
っ
て
も
ら
う
」
と

　

言
わ
れ
た
。
い
い
話
だ
と
思

　

い
、
保
証
金
を
払
っ
た
が
融

　

資
し
て
く
れ
な
い
。

▽
ア
ド
バ
イ
ス
＝
ヤ
ミ
金
融
の

　

だ
ま
し
の
手
口
で
、
保
証
金

　

名
目
の
金
銭
を
い
く
ら
振
り

　

込
ん
で
も
決
し
て
融
資
さ
れ

　

ま
せ
ん
。
絶
対
に
支
払
わ
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。
振
込
み
後

　

に
だ
ま
さ
れ
た
と
気
付
い
た

　

ら
、
す
ぐ
に
金
融
機
関
と
警

　

察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

多
重
債
務
･
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談

　

☎
０
８
７
│

８
３
４
│

０
０
０
８

く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申

対受受 対主

問

所問 時時申

問

問

受 対問時所内料申

受

＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

相談あれこれ

2223

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

４４
２
３
件

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります。

時

所

時

時

時所

所

所

申

時

時

問

問

問

時

時

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

時

講

問

所

問 時

時

時

時

講

講

時

時

時

時

時

数 時

所 講

所

所

申

所

所

講

香川　清矩

宮武　宏次

大谷　章仁

田井　壽治

喜司　邦美

藤原　彰人

高木　通夫

村上　嘉一

秋山　晴生

角井　博三

井下　厚生

合田　義則

寳田　　隆

中田井町

古川町

横浜市西区

村黒町

南町五丁目

木之郷町

坂本町七丁目

観音寺町

柞田町

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

大野原町大野原

大野原町萩原

豊浜町姫浜

豊浜町箕浦

＝

＝

＝

＝

城戸　恭子＝坂本町七丁目　

観音寺ライオンズクラブ

伊吹中学校16期生

丸亀友の会

中央図書館行事予定

新

いま伝えたい大切なこと

江波戸　哲夫　著
リベラルタイム出版社

日野原　重明　著
NHK出版

★おはなし会

★アンパンマンの手作りおもちゃを作ろう

★つぼみ愛書会４月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

★工作教室　　　　　　　　　　５日（土）　午後１時３０分～午後２時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：オリジナルはんこを作ろう！

★「まちがいさがし新聞」の配布 ２３日（水）　午前９時～なくなり次第終了

★おはなし会　　　　　　　　　２６日（土）　午後１時３０分～午後２時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冒険へでかけよう！）

中央図書館☎23－3960　大野原図書館☎54－5715　豊浜図書館☎52－1206

１
１
〜

２
２９

自
衛
官
採
用
試
験

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

（
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
）
の
加
入
受
け
付
け

水
田
経
営
相
談
窓
口
の
設
置

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
（
瀬

戸
大
橋
）
全
面
通
行
止
め

く
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ス

遺
言
・
相
続
に
関
す
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

火　

災

救　

急

１月１日～３１日（敬称略）

香典返し

一般寄付

件

刊

　５日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分�

２６日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分

２３日（水）　午前１０時～午前１１時

２５日（金）　午後１時３０分～

　　　　　 高島俊男著　　お言葉ですが（文春文庫）

２６日（土）　　午前９時５０分～午前１１時２０分

★おはなし会

★古典文学講座

１２日（土）　午後２時～午後３時

１９日（土）　午前９時３０分～午前１１時３０分

休館日　中央図書館 ７・１４・２１・２８日
大野原・豊浜図書館 ７・１４・２１・２８・２９日

林
野
火
災
の
防
止

　

降
水
量
が
少
な
く
空
気
も
乾

燥
し
て
い
る
春
先
を
中
心
に
多

く
発
生
す
る
林
野
火
災
。
強
風

の
中
で
の
た
き
火
や
週
末
に
行

わ
れ
る
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
も
原
因
の
一
つ
で
、
火

の
取
り
扱
い
の
不
注
意
や
た
ば

こ
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。

　

消
防
水
利
が
不
足
し
て
い
た

り
道
路
状
況
が
良
く
な
か
っ
た

り
な
ど
、
消
火
活
動
が
難
し
い

上
に
、
空
気
の
乾
燥
や
強
風
が

加
わ
る
と
、
焼
損
面
積
が
広
範

囲
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

林
野
火
災
の
多
く
は
、
一
人

ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貴

重
な
森
林
資
源
だ
け
で
は
な
く
、

人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
林

野
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

設
置
し
ま
し
ょ
う

　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
！！

　

新
築
住
宅
は
平
成
１８
年
６
月

１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
平
成

２３
年
６
月
１
日
ま
で
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
防

火
の
た
め
、
ま
た
自
分
自
身
を

守
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
早
い

設
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

今月の人口

人　口

男

女

世帯数

団塊世代の二万二千日

南
消
防
署　

☎
２４
│

２
１
１
９

あたたかい心ありがとうございます
社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会
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